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日
本
国
憲
法　

第
9
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る

国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力

の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ

の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

平和を実現する人々は
幸いである。

その人たちは
神の子と呼ばれる。

聖書  マタイ福音書  ５章９節

　

境
内
の
一
角
に
一
間
半
四
面
の
お
堂
が
あ
り

ま
す
。
正
面
の
額
に
は
『
無
憂
悩
處
』（
観
無
量

寿
経
・
極
楽
と
同
意
）
と
書
か
れ
た
戦
没
者
の

慰
霊
堂
で
す
。
昭
和
三
十
四
年
に
旧
村
遺
族
会

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
御
堂
の
中
心

に
阿
弥
陀
仏
立
像
が
安
置
さ
れ
、
俗
名
を
彫
り

込
ん
だ
百
三
十
四
名
の
剣
型
位
牌
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
霊
名
簿
を
調
べ
て
み
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
太
平
洋
戦
争
の
戦
死
戦
病
没
者
で
あ

り
ま
す
。
昭
和
十
六
年
の
開
戦
年
次
か
ら
翌
年

ま
で
の
碑
銘
は
わ
ず
か
で
す
が
、
十
八
年
に
増

え
始
め
、
十
九
年
・
二
十
年
の
二
年
間
で
百
四

名
の
戦
死
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

戸
か
ら
三
名
あ
る
い
は
二
名
の
戦
死
者
を
だ
し

て
い
る
家
族
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
す
こ
し
早
く
戦
争
を
終
結
し
て
い
た
な
ら

…
と
怒
り
さ
え
覚
え
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
尊
い

か
け
が
え
の
な

い
命
を
国
家
は

か
く
も
軽
視
し

た
の
か
と
、
や

る
方
の
な
い
気

持
ち
で
そ
の
お

堂
の
お
守
り
を

す
る
私
で
も
あ

り
ま
す
。。

　

寺
に
残
さ
れ
た
当
時
の
過
去
帳
を
調
べ
て
み
る

と
、
開
戦
の
と
き
、
朱
墨
で
「
十
二
月
八
日
、
米

英
ニ
対
シ
宣
戦
大
詔
渙
発
ア
ラ
セ
ラ
ル
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
に
十
二
月
十
一
日
付
け
で
、

檀
家
初
の
太
平
洋
戦
争
の
戦
死
者
の
戒
名
が
記
さ

れ
、
余
白
に
「
於
南
洋

群
島
方
面
戦
死
・
海
軍

二
等
機
関
曹
・
戒
名
管

長
猊
下
特
贈
」
と
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
の
戦
死

者
に
も
、
先
の
旧
村
遺

族
会
の
霊
名
簿
に
記
さ

れ
た
も
の
と
同
じ
よ
う

な
情
況
が
添
え
書
き
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
の
過
去
帳
五
枚
あ
ま
り
に
は
、
殉
・

忠
節
・
勳
・
赫
・
義
烈
・
猛
進
・
報
国
な
ど
の

文
字
が
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
の
か
…
。「
当
時
の

時
代
状
況
で
は
仕
方
が
な
い
の
だ
」
と
い
う
こ

と
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
明

治
維
新
後
の
国
策
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
中
に

埋
没
し
て
し
ま
っ
た
教
団
や
、
そ
こ
に
奉
仕
す

る
宗
教
者
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

時
あ
た
か
も
自
民
党
総
裁
の
選
挙
の
た
だ
中

に
い
ま
す
。
憲
法
改
正
、
教
育
基
本
法
の
改
訂
、

靖
国
参
拝
の
問
題
や
皇
室
男
子
の
誕
生
の
報
道

な
ど
、
ま
た
ぞ
ろ
い
ま
わ
し
い
妖
怪
の
出
現
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
異
常
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
報
道
に
飲
み
込
ま
れ
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
今
こ
そ
教
団
の
歴
史
と
し
っ

か
り
向
か
い
合
い
、
戦
没
者
・
戦
争
で
失
わ
れ

た
あ
ま
た
の
命
の
叫
び
を
聞
き
取
り
、
命
を
ふ

く
ら
ま
し
て
い
く
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
基
本
法
の
改
訂
や
憲
法
改
正
で
「
美
し

い
日
本
」
は
生
ま
れ
な
い
。
現
憲
法
、
と
り
わ

け
九
条
を
生
か
す
こ
と
こ
そ
が
、
か
け
が
え
の

な
い
命
を
輝
か
す
必
須
条
件
だ
と
思
う
昨
今
で

あ
り
ま
す
。

  

見
え
て
く
る
も
の

菅
野
俊
光
（
浄
土
宗
・
善
光
寺
住
職
）  
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【
神
仏
分
離
と
廃
仏
毀
釈
】

　

維
新
政
府
は
神
道
国
教
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
明
治

元
年
に
神
祇
官
を
設
け
た
。
神
祇
官
は
、
僧
侶
の
神
社
支

配
を
禁
ず
る
と
と
も
に
、
神
社
内
の
仏
像
や
仏
具
を
取
り

除
か
せ
た
。

　

神
仏
分
離
令
は
直
接
的
に
廃
仏
毀
釈
を
命
令
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
急
進
的
な
神
仏
分
離
の
考
え
方
が

廃
仏
毀
釈
へ
と
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
特
に
薩
摩
藩
と
隠

岐
で
は
全
寺
院
が
破
壊
さ
れ
、
僧
侶
は
還
俗
さ
せ
ら
れ

た
。
真
宗
寺
院
の
多
い
富
山
藩
で
は
、
藩
内
の
寺
院
六
宗

旨
一
六
三
〇
余
か
寺
の
う
ち
、
真
宗
寺
院
は
一
三
二
〇
余

か
寺
あ
っ
た
が
、
各
宗
旨
一
か
寺
に
合
併
す
る
よ
う
命
じ

ら
れ
、
北
陸
の
真
宗
門
徒
は
「
維
新
政
府
は
仏
敵
で
あ
る
」

と
一
揆
を
起
こ
し
て
抵
抗
し
て
い
る
。
愛
知
・
新
潟
・
福

井
な
ど
で
も
廃
仏
に
反
対
す
る
門
徒
が
一
揆
を
起
こ
し
た

が
、
い
ず
れ
も
政
府
軍
に
破
れ
首
謀
者
は
死
罪
に
処
さ
れ

た
。

【
教
導
職
の
創
設
と
大
教
院
の
設
置
】

　

廃
仏
に
対
す
る
仏
教
徒
の
激
し
い
抵
抗
に
、
政
府
は
方

針
を
転
換
し
、
神
道
を
宣
布
す
る
た
め
に
教
導
職
を
設
け

た
。
教
導
職
は
維
新
政
府
の
国
民
教
化
の
基
本
方
針
で
あ

に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
影
響
力
を
発
揮
し
、
教
団
の
存

続
に
役
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
国
強
兵
政
策

が
進
む
に
つ
れ
て
、
逆
に
本
願
寺
教
団
の
足
か
せ
と
な
っ

て
い
く
。
日
清
・
日
露
戦
争
に
お
け
る
従
軍
布
教
使
の
派

遣
な
ど
、
他
の
教
団
よ
り
も
率
先
し
て
政
府
に
協
力
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
生
み
出
さ
れ
、
結
果
と
し
て
教
学
を

ね
じ
曲
げ
て
ま
で
軍
国
主
義
を
後
押
し
す
る
事
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

る
三
条
の
教
則
（
一
、敬
神
愛
国
の
旨
を
体
す
べ
き
事　

一
、

天
理
人
道
を
明
に
す
べ
き
事　

一
、
皇
上
を
奉
戴
し
朝
旨

を
遵
守
せ
し
む
べ
き
事
）
を
説
く
役
職
で
、
神
官
が
任
命

さ
れ
た
。
し
か
し
神
官
だ
け
で
は
周
知
徹
底
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
僧
侶
も
登
用
す
る
こ
と
に
し
、
明
治
五
年
、
僧

侶
の
教
導
職
を
養
成
す
る
た
め
に
大
教
院
を
設
置
し
た
。

【
真
宗
の
大
教
院
分
離
】

　

西
本
願
寺
の
島
地
黙
雷
は
岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
、
欧

州
の
宗
教
事
情
を
調
査
し
、
旅
中
か
ら
帰
国
後
に
か
け
て
、

政
府
に
政
教
分
離
・
大
教
院
分
離
・
信
教
の
自
由
に
つ
い

て
の
建
白
書
を
再
三
に
わ
た
り
提
出
し
た
。
真
宗
各
派
も

同
調
し
て
政
府
に
嘆
願
し
、
つ
い
に
明
治
八
年
に
政
府
か

ら
真
宗
の
大
教
院
分
離
の
許
可
が
出
た
。
政
府
は
信
教
の

自
由
を
認
め
た
が
、「
信
教
の
自
由
を
得
て
行
政
上
の
保
護

を
受
け
る
以
上
は
、
よ
く
朝
旨
の
所
在
を
認
め
、
た
だ
に

政
治
の
妨
害
と
な
ら
ざ
る
様
注
意
」
と
い
う
制
約
の
中
で

の
自
由
で
あ
っ
た
。
極
論
す
れ
ば
、
信
教
の
自
由
の
代
償

と
し
て
、
政
権
に
対
す
る
全
面
的
な
服
従
奉
仕
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

【
明
治
維
新
と
西
本
願
寺
】

　

明
治
維
新
に
お
い
て
西
本
願
寺
は
勤
皇
方
に
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
、
朝
廷
に
対
し
て
人
的
・
物
的
に
も
か
な
り

の
援
助
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
廷
と
の
関
係
は
、

廃
仏
毀
釈
や
大
教
院
へ
の
対
応
な
ど
明
治
初
期
の
諸
問
題

  
宗
教
者
９
条
の
会
・
大
分
「
交
流
学
習
会
」

二
○
○
六
年
九
月
七
日　

発
題  

大
在
紀
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
長
光
寺
住
職
）

発
題    

野
口
春
夫
（
日
本
基
督
教
団
・
牧
師
）

　

教
団
は
政
府
に
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
込
ま
れ
た
の
か

　

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
歴
史
は
「
旧
武
士
階
級
が

中
心
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
新
島
襄
（
安
中
藩
）、
小

崎
弘
道
（
熊
本
藩
）、
海
老
名
弾
正
（
柳
川
藩
）、
植
村
正

久
（
徳
川
旗
本
）、
内
村
鑑
三
（
高
崎
藩
）
な
ど
の
人
が
す

ぐ
に
思
い
浮
か
び
、
知
名
度
も
か
な
り
高
い
人
達
で
す
。

そ
れ
ら
の
人
々
は
「
藩
の
た
め
」
と
い
う
こ
と
で
、
身
分

も
地
位
も
補
償
さ
れ
て
育
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
維
新
の

後
、
藩
の
崩
壊
と
共
に
「
藩
の
た
め
」
が
「
国
の
た
め
に
」

と
な
り
、
簡
単
に
思
想
的
に
移
行
し
た
人
が
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
り
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
者
だ

か
ら
戦
争
に
反
対
す
る
」
と
単
純
に
つ
な
が
ら
せ
な
い
何

か
が
根
強
く
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
教
訓
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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た
と
え
ば
、海
老
名
弾
正
の
「
武
士
道
的
基
督
教
」
と
か
、

「
神
道
的
基
督
教
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、〝
戦
争
〞
を
肯

定
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内
村
鑑
三
の
場
合
は
「
日

清
戦
争（
１
８
９
４
年
）」に
つ
い
て
は「
韓
国
を
救
う
た
め
」

と
い
う
基
督
者
的
「
お
節
介
」
の
も
と
に
戦
争
に
賛
成
を
し
、

そ
の
後
に
起
こ
っ
た
日
露
戦
争
で
は
１
８
０
度
転
換
し
て

反
対
を
し
て
い
ま
す
。
日
清
戦
争
の
実
態
を
見
た
か
ら
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
つ
つ
、
基
督
教
が
日
本
で
認

知
（
公
認
）
さ
れ
る
た
め
に
、
政
府
の
介
入
を
許
す
こ
と

と
な
り
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
に
開
か
れ
た
「
宗
教

家
大
会
」
に
基
督
者
も
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日

露
戦
争
を
き
っ
か
け
に
作
ら
れ
た
宗
教
者
の
戦
争
翼
賛
体

制
の
一
つ
で
あ
り
、
政
府
の
役
人
と
仏
教
者
・
基
督
者
な

ど
が
参
加
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
対

し
て
本
田
庸
一
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
）、元
田
作
之
進
（
聖
公
会
）、

井
深
梶
之
助
（
日
本
基
督
教
会
）
は
、
大
会
へ
の
参
加
に

賛
成
し
、
小
崎
弘
道
（
組
合
系
）
は
反
対
の
立
場
を
取
り
、

基
督
教
会
に
分
裂
の
「
く
さ
び
」
が
打
ち
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
賛
成
の
理
由
は
基
督
教
の
「
認
知
」
の

問
題
で
あ
り
、
反
対
し
て
い
た
小
崎
も
や
が
て
沈
黙
す
る

こ
と
と
な
り
、
賛
成
派
の
流
れ
が
俄
に
強
く
な
り
ま
す
。

　

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
は
、
政
府
の
官
僚
が
考
え

た
「
三
教
会
同
」
な
る
も
の
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
神
道
13
人
、
仏
教
50
人
、
基
督
教
５
人

に
政
府
関
係
者
21
人
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

本
多
、
元
田
、
井
深
、
宮
川
経
輝
（
組
合
系
）、
千
葉
勇
五

郎
（
バ
プ
テ
ス
ト
）
の
５
名
が
馳
せ
参
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
政
府
の
宗
教
界
の
懐
柔
策
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。
更
に
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
露
骨
な
宗
教

界
の
管
理
統
制
策
と
し
て
「
宗
教
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
す
が
、

宗
教
連
盟
と
多
く
の
教
団
の
反
対
運
動
で
す
ぐ
に
廃
止
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
２
年
後
の
１
９
２
９
年
に
は
「
宗
教
団

体
法
案
」
と
衣
替
え
を
し
て
国
会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。
こ

の
法
案
も
審
議
未
了
で
廃
案
に
な
り
ま
す
が
、
１
９
３
５

年
に
文
部
省
案
が
だ
さ
れ
る
と
反
対
運
動
も
、
①
反
対
、

②
修
正
案
を
出
す
も
の
、
③
沈
黙
、
と
分
か
れ
て
し
ま
い
、

１
９
３
９
年
に
は
国
会
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
政
府
の
「
宗
教
制
度
調
査
委
員
」
だ
っ
た
鵜
崎

庚
午
郎
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
）
は
賛
成
に
回
っ
て
い
ま
す
。

「
祝
日
法
審
議
会
」
で
、
故
松
下
正
寿
（
元
立
大
総
長
・
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
代
表
）
は
歴
史
上
根
拠
の
な
い
２
月
11
日
を

「
建
国
の
日
」
と
定
め
る
こ
と
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
と

な
り
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
以
降
は
「
怒
濤
の
寄
り
」

で
政
府
に
押
し
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
に

は
他
の
運
動
も
同
じ
よ
う
な
軌
跡
を
辿
り
、
戦
争
拡
大
の

歯
止
め
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
年
、
三
教
（
仏
・

神
・
基
督
）
連
合
献
納
飛
行
機
命
名
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
が
競
っ
て
軍
用
機
を
献
納
す

る
と
い
う
こ
と
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

植
民
地
伝
道
（
台
湾
・
朝
鮮
・
中
国
）
で
基
督
教
が
、

総
督
府
な
ど
の
政
府
機
関
と
ひ
と
つ
に
な
り
、
現
地
住
民

の
懐
柔
策
の
片
棒
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
が
「
思
想
的
に
政
府
に
飲
み
込
ま
れ
た
」
決
定
的
な

側
面
だ
と
言
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
現
在
の
日

本
基
督
教
団
の
中
で
、
お
か
し
な
動
き
が
あ
る
こ
と
を
９

条
の
関
係
で
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
山
北

宣
久
議
長
の
「
国
家
朝
祷
会
」
な
る
も
の
（
２
０
０
５
年

１
月
18
日
）
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
ま
す
。
額
に
汗
し

て
働
く
人
々
へ
の
お
も
い
や
り
は
な
く
、
政
治
の
中
枢
に

い
る
人
、
会
社
を
経
営
す
る
人
の
み
へ
の
「
祈
り
」
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
２
０
０
６
年
度
「
日

本
宗
教
連
盟
」
の
理
事
長
に
山
北
牧
師
が
就
任
し
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
敗
戦
ま
で
の
歴
史
と
同
じ
よ

う
な
道
を
辿
る
「
鏑
矢
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
危

惧
す
る
の
は
私
一
人
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

講　

演　

朴 

慶
南　

高
田 

健

と　

き　

11
月
19
日
午
後
１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ　

大
分
県
芸
術
会
館
（
大
分
市
牧
）

協
力
券　

５
０
０
円

  

憲
法
九
条
と
平
和
を
守
る
大
分
県
民
集
会

講　

演　

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス

と　

き　

11
月
９
日
午
後
６
時
半
〜
９
時

と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル　

多
目
的
ホ
ー
ル

主　

催　

宗
教
者
９
条
の
会
・
大
分

  

第
二
回　

公
開
講
座　

入
場
無
料



大分県庁大分県庁

至
別
府

大分駅

府内城府内城

市営陸上競技場

平
和
市
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公
園

大
分
川

大
分
市
役
所

大
分
市
役
所

大分商業高校

オアシスひろばオアシスひろば
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新大分球場

至大分インター

まき
駅

西
大
分
駅

至
米
良
イ
ン
タ
�

願西寺

コンパルホールコンパルホール

OBS大分放送

中央消防署中央消防署

舞鶴
橋

舞鶴
橋

宗教者 9条の会・大分　にゅーす 2006 年 10 月 1日　3号

4

戦
時
下
に
密
か
に
書
い
た
メ
モ
よ
り

　
　

キ
リ
ス
ト
の
福
音
大
分
教
会 

牧
師　

釘
宮
義
人

 　

古
い
私
の
フ
ァ
イ
ル
を
持
ち
出
し
て
み
た
。
昭
和

17
年
４
月
17
日
、
つ
ま
り
大
東
亜
戦
争
勃
発
４
ヶ
月

目
の
頃
、
新
聞
記
事
の
綴
じ
込
み
が
あ
っ
た
。「
ガ

ン
ジ
ー
が
ネ
ー
ル
一
派
の
対
日
抗
戦
主
張
に
反
対
。

た
と
え
日
本
が
イ
ン
ド
に
侵
略
し
て
き
て
も
、
無
抵

抗
無
謀
力
を
徹
底
す
る
と
言
っ
て
い
る
」と
い
う
記
事
で
あ
る
。

そ
の
４
，
５
枚
あ
と
に
、
当
時
20
歳
の
私
の
書
い
た
心
覚
え
が

あ
っ
た
。
こ
う
で
す
。

　

ガ
ン
ジ
ー
に
感
動
す
る
。
何
故
、
戦
争
は
悪
い
の
か
。
論
理

は
至
極
簡
単
明
瞭
。「
人
を
殺
す
な
か
れ
」
こ
れ
は
国
内
だ
け

の
道
徳
で
あ
ろ
う
か
。
国
と
国
が
戦
争
を
す
る
と
き
は
、
敵
国

の
人
を
沢
山
殺
し
た
ほ
う
が
褒
め
ら
れ
る
。こ
れ
は
可
笑
し
い
。

　

僅
か
な
が
ら
、
真
面
目
な
主
戦
論
も
あ
る
に
は
あ
る
。
た
と

え
ば
、
倉
田
百
三
氏
。「
各
民
族
は
民
族
ご
と
に
国
家
を
形
成

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
国
家
は
そ
の
本
質
上
、
当
然
ア
ウ
タ
ル

キ
ー
（
自
給
自
足
・
当
時
は
や
っ
た
言
葉
）
を
要
求
す
る
。
そ

の
要
求
の
た
め
の
戦
争
の
み
正
当
で
あ
る
」
と
言
う
。

　
「
農
本
的
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
上
に
立
つ
民
族
国
家
に
よ
っ
て

世
界
は
造
ら
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
、
こ
れ
は
結
構
な
理
想
で

あ
る
が
、
そ
の
為
に
す
る
戦
争
は
正
当
な
り
と
一
言
の
も
と
に

片
づ
け
る
、
い
つ
も
の
倉
田
百
三
ら
し
く
な
い
。
彼
自
身
、
別

の
と
こ
ろ
で
、
こ
う
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。「
善
な
る
目

的
の
た
め
に
悪
し
き
手
段
を
弄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」と
。

　

矢
張
り
、
戦
争
は
悪
で
あ
る
。
絶
対
平
和
を
訴
え
よ
う
。
屋

根
の
上
で
言
う
勇
気
は
な
い
か
ら
、
卑
怯
な
が
ら
、
私
は
こ
れ

を
こ
っ
そ
り
書
く
。

世話人（◎代表者） 
　無着成恭　　曹洞宗 泉福寺

　酒迎天信　　日本山 妙法寺

◎日野詢城　　大谷派 見成寺

　林　正道　　大谷派 安養寺

　西郡　均　　本願寺派 誓岸寺

　古谷　聡　　大谷派 蓮照寺

　佐々木淳二　大分メノナイトキリスト教会

　掛橋泰定　　日蓮宗 妙栄寺

　藤田宏紀　　バプテスト連盟大分教会

　大在　紀　　本願寺派 長光寺

宗教者9条の会・大分
事務局

　〒879-5102
     由布市湯布院町川上3561
                                    見成寺

TEL 0977-84-2257
FAX 0977-84-5203
年会費　3,000円

郵便振替口座 01720-1-111731

　

幕
末
か
ら
明
治
の
初
期
に
国
家
が
ど

の
よ
う
な
形
で
教
団
に
介
入
し
て
き
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
対
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
を
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で

学
び
ま
す
。

発
題　

 

掛
橋
泰
定 

さ
ん

                

日
蓮
宗
妙
榮
寺 

住
職

講
演　

釘
宮
義
人
さ
ん

          　
　

キ
リ
ス
ト
の
福
音
大
分
教
会 

牧
師

期
日　

10
月
24
日
（
火
）
午
後
５
時
〜

会
場　

願
西
寺 

　
　
　
　

 

大
分
市
今
津
留
2ｰ
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℡
０
９
７ｰ

５
５
８ｰ

８
４
３
０

会費・カンパ 
どうもありがとう
ございました。

永徳光明・佐瀬隆義

長野義人、カヨコ

遠入建夫・藤井邦麿

河野光男 ( 敬称略 )

　

こ
の
先
、ど
ん
な
日
本
に
な
る
の
か
考
え
る
、

ど
っ
ち
に
し
て
も
成
る
よ
う
に
し
か
成
ら
な
い

の
で
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
い
つ
も
先
の

こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
。
そ
う
し
て
一
生
が

終
わ
る
こ
と
は
生
き
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
Ｋ
）

　

皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　●

２
号
の
ご
恵
送
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
先
号
を
な
く
し
振
り

込
み
が
遅
れ
ま
し
た
。
私
の
場
合

祖
父
の
時
代
か
ら
の
黒
住
教
徒
で

す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
２
号
１

面
の
設
立
趣
意
を
、
戦
中
旧
制
中

学
生
と
し
て
過
ご
し
た
も
の
と
し

て
心
か
ら
賛
意
し
ま
す
。

●
９
条
の
う
ね
り
を
も
っ
と
大
き

く
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
憲
法
９
条
は
日
本
の
文
化
遺
産

だ
と
唱
え
る
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

全
く
そ
の
通
り
だ
と
、
合
掌

●
憲
法
９
条
の
理
念
に
基
づ
い

て
、世
界
平
和
へ
の
呼
び
か
け
が
、

仏
教
者
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

交流学習会


